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日本気象協会は、梅雨前線に伴う大雨の特徴に関する情報を、防災レポート（速報）として発表し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

１． 令和 2年 7月豪雨における線状降水帯の発生状況 

令和 2年 7月豪雨の期間中の 7月 3日から 7月 11日について、解析雨量（速報版解析雨量）を用

いて、特定の条件 1)を満たす線状降水帯を抽出しました（図 1は 7月 3日正午～7月４日正午までの様

子）。その結果、九州地方において 13事例の線状降水帯を確認しました。球磨川で大規模な洪水氾濫

が発生した事例では、球磨川流域に線状降水帯が 11時間半にわたって停滞する、異例の長さの継続時

間となっていたことがわかりました。また、筑後川の上流域では、7月 6日正午から 7月 8日正午ま

での 48時間に 3事例の線状降水帯が発生していました。平成 30年 7月豪雨では、東海以西の広い

範囲で 15事例の線状降水帯が発生しましたが 2) 、今回は九州地方だけで平成 30年 7月豪雨に匹敵

する線状降水帯が確認されました。 

 
図 1 線状降水帯抽出結果 7月 3日正午～7月４日正午 
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ポイント 

・九州地方で 13事例の線状降水帯が発生し、このうち球磨川氾濫事例では 11時間以上継続した。 

・球磨川では計画降雨を超過、筑後川では計画降雨と同程度の雨量となった。 

・九州各地の被害発生箇所の多くで、各継続時間雨量または土壌雨量指数のいずれかで既往最大値

に匹敵または超過する雨量となっていた。 

・引く続き梅雨前線が本州付近に停滞するため、今後も大雨が発生する可能性が高い。 

No.2 

No.1 

訂正再発行（2020 年 7月 20日） 



本報告は、「内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 2期 『国家レジリエンス（防災・減災）の

強化』」の研究課題である「線状降水帯の早期発生及び発達予測情報の高度化と利活用に関する研究（研究代表

者：国立研究開発法人防災科学技術研究所）」の成果に基づき解析したものです。 

 

リンク：球磨川周辺の線状降水帯動画  https://youtu.be/JKJyDsF1BWc 

      筑後川周辺の線状降水帯動画 https://youtu.be/tWWxZVKEYp0 

 

 

２． 計画降雨量との比較 

被害（決壊、越水、溢水等）のあった球磨川、筑後川について、国土交通省解析雨量 3)から流域平

均降雨量を算定 4)し、計画降雨量 5)との比較を行いました（表 1、表 2）。 

・ 球磨川では、12時間雨量最大値は 361ミリ（横石地点）で、計画降雨の 261ミリを大幅に超え

ていました。また、12時間雨量最大値の期間（7月 3日 21時～4日 9時）と線状降水帯継続期

間（7月 3日 23時 20分～4日 10時 50分）がほぼ一致していました。 

・ 筑後川では、7月 6日～7日の 2日間雨量は 554ミリで、計画降雨 521ミリと同程度でした。 

 

表 1 計画降雨量と令和 2年 7月豪雨による 12時間雨量による比較 

 

 

 

 

 

 

表 2 計画降雨量と令和 2年 7月豪雨による 12時間雨量による比較 

 
 

 

３． 既往最大雨量との比較 

７つの指標（3時間雨量、6時間雨量、12時間雨量、24時間雨量、48時間雨量、72時間雨量 

および土壌雨量指数）の既往最大比の最大値を算出し、災害との関連を調べました。 

 球磨川流域では 12時間雨量で既往最大比 120%を超えていました。また、九州北部では 48時間 

雨量で既往最大比 120%を超えていました。九州各地の被害発生箇所の多くで、各継続時間雨量また

は土壌雨量指数のいずれかで既往最大値に匹敵または超過する雨量となっていました。 

  

河川名 基準点
計画規模

（再現期間（年)）
計画降雨量

7月6日~7日の

2日間雨量

計画降雨に

対する比率

筑後川 荒瀬 150 521mm/2日 554mm 106%

河川名 基準点
計画規模

（再現期間（年)）
計画降雨量

7月3日~4日の

12時間雨量最大値

計画降雨に

対する比率

人吉 80 262mm/12時間 327mm 125%

横石 100 261mm/12時間 361mm 138%
球磨川

https://youtu.be/JKJyDsF1BWc
https://youtu.be/tWWxZVKEYp0


12時間雨量既往最大比 

 

48時間雨量既往最大比 

 

土壌雨量指数既往最大比 

 

各指数の既往最大比の最大値 

 
 

図 2 7月 3日 0時～7月 14日 0時の各指標の既往最大比（過去最大値の集計期間は国土交通省解析雨量

が 1kmメッシュ解像度として 整備された 2006年 5月～2019年 12月） 

 

４．まとめ 

 

九州地方では 13事例の線状降水帯が発生し、このうち球磨川で氾濫が発生した事例では線状降水

帯が 11時間以上継続しました。 

球磨川では計画降雨を超える雨量となりました。筑後川では、計画降雨と同程度の雨量となりま

した。 

球磨川流域では 12時間雨量で既往最大比 120%を超過、九州北部（筑後川流域など）では 48時

間雨量で既往最大比 120%を超過しました。 

九州各地の被害発生箇所の多くで、各降雨継続時間雨量または土壌雨量指数のいずれかで既往最

大値に匹敵または超過する雨量となっていました。 

 

 本件に関する詳細資料を作成しています。あわせてご確認ください。 

 

 ■令和 2年 7月豪雨における大雨の特徴 -線状降水帯、異例の 11時間以上継続-  

https://www.jwa.or.jp/wp-

content/uploads/2020/07/71aee6f49711dc5f518133fa8652ea8c.pdf 

 

日本気象協会の天気予報専門メディア「tenki.jp」では、「警報・注意報」「地震情報」「津波情報」

「火山情報」「台風情報」などの防災情報（https://tenki.jp/bousai/warn/） を 24時間 365日 

提供しています。 

また、日本気象協会が推進している「トクする！防災（R)」（https://tokusuru-bosai.jp/）プロ 

ジェクトでは、備蓄や避難の心得をご紹介しています。 

報道などで大きな気象災害への注意がなされる際の情報源として、活用ください。 

 

★土砂災害箇所
●浸水被害箇所
—流域界
ー河川

★土砂災害箇所
●浸水被害箇所
—流域界
ー河川

★土砂災害箇所
●浸水被害箇所
—流域界
ー河川

★土砂災害箇所
●浸水被害箇所
—流域界
ー河川



 

補足事項 

1) 線状降水帯の抽出条件： 

① 3時間積算降水量が 80mm以上の分布域が線状（長軸対短軸の比が 2以上） 

② その面積が 500平方キロメートル以上 

③ 上記①の領域内の 3時間積算降水量の最大値が 100mm以上 

※ 抽出後に時空間的な連続性が高いものは同一のものとみなす 

 

２）気象庁報道発表「平成 30年 7月豪雨」及び７月中旬以降の記録的な高温の特徴と要因に 

ついて 

https://www.jma.go.jp/jma/press/1808/10c/h30goukouon20180810.pdf 

 

3) 国土交通省解析雨量：解析雨量は国土交通省水管理・国土保全局、道路局と気象庁が全国に

設置しているレーダー、アメダス等の地上の雨量計を組み合わせて、1時間の降水量分布を 1km

四方の細かさで解析したもの。（出典：気象庁 HP） 

 

4) 流域平均降雨量の算出方法について：国土交通省解析雨量（1kmメッシュ）を用いて、基準

点より上流を対象に流域界で囲まれるメッシュを算術平均したもの。 

 

5) 計画降雨量：河川整備において、超えることがあってはらない降雨量を設定したもの。この

規模の雨が降っても氾濫（はんらん）が発生しないように治水対策が進められている。その降雨

量は大雨事例を基に、確率計算により求める方法が一般的で、1/100～1/200確率降雨量として

いる。 

 

＜ご参考＞ 

（防災レポート Vol.4）梅雨前線に伴う今後の大雨の見通し（速報） 

https://www.jwa.or.jp/news/2020/07/10426/ 

（防災レポート Vol.3）梅雨前線に伴う今後の大雨の見通し（速報） 

https://www.jwa.or.jp/news/2020/07/10414/ 

（防災レポート Vol.2）熊本豪雨の降水量の特徴と今後の見通しについて（速報） 

https://www.jwa.or.jp/news/2020/07/10378/ 

 

 

 

 

 

◆◆◆お問い合わせ先◆◆◆ 

 

1）一般企業・自治体の方      

日本気象協会 社会・防災事業部        

 TEL：03-5958-8143 MAIL: eigyou_bosai@jwa.or.jp     

 

当レポートは情報提供のみを目的として作成されたものであり、取引の勧誘を目的としたものではありません。本資料は、当社が

信頼できると判断した各種データに基づき作成されておりますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。本資料の

ご利用に際しては、ご自身の判断にてなされますようお願い申し上げます。また、本資料に記載された内容は予告なしに変更され

ることもあります。本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要ですので、当社までご連絡ください。商品

ごとの情報やコンサルティングにつきましても当社までお問い合わせください。 

最新の気象情報は 日本気象協会の天気予報専門サイト「tenki.jp」http://www.tenki.jp/ でご確

認ください。 

mailto:eigyou_bosai@jwa.or.jp

